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この時期、須恵器杯は口径、立ち上

がりの縮小とヘラケズリの省略の方向

に変化する。1-1径12.5ｃｍの24,25は小

さな立ちｋがりで底部へラケズリ。そ

れぞれ飛鳥寺の西回廊基壇、南石敷広

場下層から出土した（『藤原概報１３．

１５｣)。飛鳥寺回廊の完成は592年｡形態

手法の上でも飛烏Ｉに共通点が多い。

豊浦寺講堂下屑の掘立柱建物以前の土

層から出土した須恵器杯Ｈ（27)は'二ｌ

径１４ｃｍで底部ナデ調整。建物が豊浦

宮と関わるならば、西暦593年以前。

土師器杯Ｃ（28)は建物廃絶後で誰堂

以前の土器。須恵器壷(26)、土師器

杯Ｈ(29)も誰堂以前(『藤原概報16』)。

ともに592,593年以前と推定される

飛鳥寺西回廊の須恵器杯Ｈ(25)と、豊

浦寺下届の27との違いは明確である。

どちらがどれだけ､その年代に近いの

か｡そして､その向こうに｢黒褐色土屑」

の土器、「飛鳥寺下届」がある。上肘．

埋土資料が｢飛鳥I｣の標式資料となっ

ている旧小墾、宮推定地SD50の評価

を含めて検討を続けたい。（西口毒生）

進の理解と出土状況から年代を推定で

きる資料も、それぞれ数点ずつながら

期えてきた。併せて飛鳥地域の再開発

時の姿を探る手だてとしたい。

黒褐色土層の土器には､土師器杯Ｇ、

杯Ｈ、蕊、鍋、須恵器杯Ｈ、蕊、壷等

がある。しかし「飛胤Ｉ」を特徴づけ

る金属器模倣の器極一土師器杯Ｃや須

恵器杯Ｇ・杯Ｂは１片もない。その点

で整地土の土器との違いは明確である。

土師器杯Ｇ(9～14)には多様な1.1縁

端部のものがあり、ｔ師器杯Ｈ(15.

16)は底部のケズリが狭く、口縁部と

の間に鋭い稜が付かない。これらは古

相の飛鳥Ｉに受け継がれる。土師器艶

(17～21）は、旧小墾、宮推定地SD50

股下屑資料に似た蔽立気味の口縁部を

もっている。

須恵器杯Ｈ（1～8)は立ち上がりの

形状は多様ながら1-1径(蓋あるいは身

の蓋があたる部分の直径)14ｃｍ前後で

底部へラケズリが大半を占める。１１径

14.5ｃｍ前後の飛脇寺下届（２２．２３：

1983年再測）より新柑を示す。

●飛鳥地域の再開発直前の土器

1990年、雷丘の東方150ｍで、東西

幅110ｍを越える沼状地形とそれを石

組暗渠を設置しながら埋め立てた大規

模な盤地の跡が発見された（山田道第

２．３次調査『藤原概報21』1991)。

近年、奈良時代の小治、宮の発見を

承け、推古朝の小墾田宮をも雷丘周辺

に推定する説が提起され、この整地は

その亜要な根拠とされている。

図70の1～21は整地の西端、南北に

整形された地山に沿って堆獄した、整

地以前の土層一黒褐色土層出土の土器

である。土器は少最ではあるが、それ

でも飛鳥寺の造営が始まった588年以

前に限定できる「飛烏寺下屑」資料が、

｢飛脇寺発掘調交報告』（1958）所救の

須恵器杯Ｈと蓋各１点の実測図である

ことからすれば、賀最ともにそれを補

うにたる内容をもつ。

「飛鳥寺下層」発見後、４０数年を経

て、豊浦寺下層、飛鳥寺西回廊基斑、

飛鳥寺南方石敷広場下胴など、遺跡変
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